
①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。１

②　点� % �を中心として，①�と同じ半径の円をかき，

　��つの円の交点を�&，'�とする。

③　直線�&'�をひく。
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①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。２

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円をかき，��つの円の交点を�&，'�とする。

③　直線�&'�をひく。

このとき，直線�&'�は，線分�$%�の垂直二等分線である。
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作図（垂直二等分線の作図①）
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①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円を

　かき，��つの円の交点を�&，'�とする。

③　直線�&'�をひく。

３

各辺の垂直二等分線を作図する。４
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辺�$%�について

①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円をかき，

　��つの円の交点を�(，)�とする。

③　直線�()�をひく。

辺�$%�と直線�()�の交点が辺�$%�の中点である。

辺�%&，&'，'$�についても同様に作図する。
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線分�34，45，35�それぞれの垂直二等分線の交点を，作図によって求める。５
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線分�34�について

①　点�3，4�をそれぞれ中心とする同じ半径の円を

　かき，��つの円の交点を�$，%�とする。

②　直線�$%�をひく。
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③　線分�45�または�35�についても同様に垂直二等

　分線を作図する。これらの交点が�2�である。

作図（垂直二等分線の作図②）



ひし形の���つの辺がすべて等しいことを利用する。６

線分�$%�の垂直二等分線を作図し，その垂直二等分線上にできた���つの点と�$，%�を結

べばよい。
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①　点�$，%�をそれぞれ中心とする同じ半径の円を

　かき，��つの円の交点を�&，'�とする。

四角形�$'%&�が求めるひし形となる。
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①
②③①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円をかき，

　��つの円の交点を�&，'�とする。

③　直線�&'�をひく。

このとき，線分�$%�と直線�&'�の交点が�0�である。

７

線分�$%�の垂直二等分線上の点は，��点�$，%�から等しい距離にある。８
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③①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円をかき，

　��つの円の交点を�&，'�とする。

③　直線�&'�をひく。

このとき，直線�@と直線�&'�の交点が�3�である。

作図（垂直二等分線の作図③）



点�$�と点�%�が対応するから，対称の軸は線分�$%�の垂直二等分線である。９
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①　点�$�を中心とする適当な半径の円をかく。

②　点�%�を中心として，①�と同じ半径の円をかき，

　��つの円の交点を�'，(�とする。

③　直線�'(�をひく。

このとき，直線�'(�は対称の軸である。

U　この直線は点�&�を通る。

①　��点�$，%�をそれぞれ中心として，等しい半径の円をかく。10

②　①�でかいた���円の交点を通る直線をひき，直線�A�との交点�を�0�とする。

このとき，点�0�は，直線�A�上にあって，��点�$，%�から等しい距離にある点である。
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①　線分�$&�の垂直二等分線を作図する。11

②　①�で作図した直線と線分�$&�の交点は，辺�$&�の中点となる。この点を�3�として，

　%�と�3�を結ぶ。
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このとき，  $3 &3��であるから，�%$3�と��%&3�の

面積は等しい。

よって，線分�%3��は��$%&�の面積を���等分する。

作図（垂直二等分線の作図④）


